
アンプマスター AM-1 Vl18，000 

アンプ自作派オーディオファンのために開発された『アンプ銅盤周治具』です.
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本機に用意されているものは

① 【可変交流電源1 0-130V/5Aの可変電源「ボルトスライヲー』
② 【2簡の直流電圧E十1 3/10/30/100/300/600V-6レンジのDC電圧針
③【電流E十1 10/30/100/300mA!1/3A-6レンジのDC電流計

④【発銀器1 20/40/100/1k/l0k/20kHz-6周波を発援

⑤【出力計1 1 5W/15W/150W-3レンジの出力計

⑥【dB針】

⑦ 【ザミー抵抗】

-20/-10/0/+10/+20/+30dB-6レンジのデシベJレE十

8Q/l00Wの無醜導巻きホー口一億抗(ケース肉部)

株式会社日本オーディオ
〒164-0011東京郵中野区中央5-4-241事5小河圃ピル50'骨
TEL 03-5340-3020 FAX 03-5340-3023 

ホームページ h悦p://www.netlaputa.ne.jp/・nipaudiol
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全体の注意

(1 )本憎のメーター慣は治具として必要怠精度で股針

されています.したがって、E砲怠電圧、電涜等が必要
怠場合はデジタルテスター等を使用してください.
(2)各メーター、.撮暑は、棺互間およびケースに対し
て絶縁されています.出力計のみアース側がケースに被

観されています.

(3)可賓交流電車のトランスは、負荷をかけ16くても通
電しているだけで小量の電力を口スしています。必要の

怠いときは「オフJとしておいて下さい.
(4)商用100V電源は3個ロのコンセントから使用しま
すが、電流容量iま合計5Aまでです。ヒューズは総合で
10Aと怠っています.
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! 仕様
-【可変吏涜電頑】 0-130V 5A -【出力計}
出力電圧計 150VFS(2同級) レンジ 1 5/15/150W FS 
-【直流電圧計】 負荷抵抗 SQ 
レンジ 3/10/30/100/300/600V 設差 5%以下
入力抵抗 8 2k Q /v -【dBI'十】
鼠差 フルスケールの5%以内 レンジ -20/10/0/+10/+20/+30dBV FS 
-【直流電流計】 入力抵抗 1MQ 
レンジ 10/30/1 00/300mAl1 /3A 銀差 5%以下
内観抵銑 o 5Q -【内蔵ダミー低抗】
観釜 フルスケールの5%以内 抵抗値と容量 SQ/100W 
+[...】 ホーロー抵抗抵抗誤差 5%以下
周波数 20/40/100/1k/10k/20kHz -【寸法と重量】
周波数鼠釜 3%以内 21 OH/330W/1 200 
出力 4Vrms max以上 7 kg 
出力価差 o 2dB以内 -【付属品】ケーブル
歪み. 1%以下(1kHz) BNC/BNC(1m) x 1 
出力インピーダンス 600Q BNC/ワニゲチ(1m) x 4 
量小負荷インピーダンス 600Q 変換アダプター x 1 
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内容
操作パネル説明図

①【可変支流電源】 10-'30V /5") 

アンプ岨立て植に 'OOV電車fr;tンJにする時

1:用心Ifi必wです.観E帽によるケミコンのパンヲ.
過電圧によるフィラメントの断輔~t'に圃えて、市 OV

-20V種置の低電圧で「才ンJtして.師晶の極

性、適正電圧の睡眠~ピをすると.7<~.餓警防

〈ことができます.

また電車電圧がEーする量式出力の劃定も正
檀t.I'OOVの$慣で書島です.

②【2箇の直流電圧計】 13V-6∞VFS) 
増幅回路間置中にバイアス電圧とブレ ト電庄、

pp回路の両7レート電圧t.Iどを.2個のDC電11:1十
で同時に監視できます.2現.. 才シロと問樺に恒和l
B樋能です.
また OTLアンプでは+竃Eとー竃圧が同じ憧に

草るように監視しBがら出力曹プレート電流を開聾
するのは大幅駐軍耳慣です.

③ 【電流針】 11OmA-3AFS) 

真空曹1:.定絡聖守ら屯いと著し(II!命を舗のるこ
とが島ります.特1011ワ アンブの聞置で1:プレート電

車警監視し、プレート揖失の定格に余輔のある世い

方をするのが安全です.

この竃涜計1:電子茸で、過大電流による揖圏1:
生じません.また向田抵抗はレンジにかかわらず

050と小さいのでトランジスタアンブでも宜陣あり

ません.

④ 【発撮器】 (20Hz-20州 z/6:J..ポット)
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20/40/100/1 k/l Qk/20kHzの6周謹世を量1i:4Vrmsで出します.ζれにより、出力と闇単t.lf特

性の調定が出来ます.

⑤ 【出力針】 (15W-150W FS) 

出力計入力タ ミナJ>Iこアンブ出カを憧輯し、向置の801ミ 抵抗を「才ン」とすると、出力壱置鶴出来ます.
パワーアンブで1:出力と謹形が確認できれば動作1:正常です.11ワーアンプ間聖の軍ーのチzッヲポイントです.
1ミー抵抗を「オフJIこすると入カ抵抗I:'M日と白弘高入力障抗のd81十にt.Iります.

⑥ 【dB計】 ト20dBV-+3刷BVFS/6レンジ)

出力計のメーターにはdB自彊があり‘dBが直践できます.

この目盛I:OdBが1vのrdBVJ目盛t.Iので.撞.畢を慣用すると惜骨量圧を知ることができます.
その時1草、o lV-31 6VFSの電子電圧計です.

⑦ [Jjミー抵抗】 (8口/100W)
アンプ出力調宜!こ1:究かせt.Iい雛i以負荷抵抗です.無旗導巻きのホーロー抵抗で、短時間担ら500Wまで
恒用できます.
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⑤ 【dB計】(-2刷BV-φ却dBVFS) 

|使用方法と注意

①【可変交流電源】(O-130V/SA) 

可置宜斑電車1;1:2個口のコンセントから出力され、

出力電圧I:AC150Vの電圧監視メーターで臨み

ます.負荷は合計5A臥向で世用して〈ださい.
1;1お、この可宜主~電車聖世用医þl;l:.蝿向のトラ

ンスから画家f1'摺れますから.輔曹畠瑚定器を恒用

するときは留置場所に重量してください.

②【2箇の直流電圧針】 (3V-6回IVFS) 
入力後腕ケブJ~ こ 1;1:付属のrBNC/ワニヴチ」

のケーブルを世周します.
電圧計としての入力抵抗は8.2k日/，です.

③【電流計】 (10mA-3AFS) 

入力接幌ケーブルには付属のrSNC/ワニヴチ』

のケーブルを憧用します.

この電流計は電子式で、過大電斑による揖閣は

生じません.また向田抵抗1;1:レンジにかかわらず0

5日と小さいので、トランジスヲアンブでも支障ありま
せん.

⑧ 【発振器】 (20Hz-2臥Hz/6スポット)
アンブへの入力は付属のrSNC/BNCケーブル』

とfSNC/RCAピン7ラワ査担アダブタ jを慣用し

ます.最大凶カは4V(開肱電圧)と+分担大きさ

です.出力インピーダンスと量小負荷抵抗l季、いず

れも600日です.

⑤【出力計】 (15W-150WFS/3レンジ}

左下の出力計入力ターミナルにアンプ出力を催眠

し.右上のスイッチで肉離の8ロダミー抵抗を『オン」
とすると、出力を直鵠出来ます.'1ミー抵抗を「オフJ
とするとrdB計J(電子電圧計)1こ畠ります.

上部の出力計入力のBNC端子に入力し、 BQ'Iミー抵抗を「才フJにすると入力抵銑は1MQと昌弘出力計
のメーターのdB目盛によるdB計に1;1ります.ζの目盛りはOd8t.rlVのdBV目盛1;1ので、自民.唖でイ置号電圧を
阻ることもできます.その時1:.0.lVFS-31 6VFSの電子電圧計です.

⑦ 【ザミー抵抗】 (B日/100W)

入力端子は必ず左下の9ーミナル(稼/属}を恒用してください. 抵抗1;1:インタワ9ンスを持た苗い「無誘湯巻
きJの"'ーロー抵抗です.短時間おら50QWまで檀用できますが.蝿向の温度上昇に+分注意して〈ださい.

|使用上の工夫

① '1ンピンザファワター(DF)の簡易珊定

'1ミー抵抗在方ン/ 方フするζとによって、 世唖からDF~簡単に測定できます.
②ハンダゴテ骨畠度鯛聾

1伺 V電源でハンザゴ子の遺産を自由に闘聾できます.
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